
会告 I

2017年第 65回日本輸血・細胞治療学会総会のご案内（第 5報）

会　期：2017 年（平成 29 年）6月 22 日（木）～6月 24 日（土）
会　場：幕張メッセ　国際会議場
テーマ：輸血・細胞治療の新潮流～世界を見据えて～
総会長：浅井隆善（千葉県赤十字血液センター　所長）

第 65回総会本部：
千葉県赤十字血液センター
〒274―0053　千葉県船橋市豊富町 690
TEL：047―457―0711（代表）　FAX：047―457―7304

第 65回総会事務局長：
奧山美樹　部長
がん・感染症センター東京都立駒込病院　輸血・細胞治療科
〒113―8677　東京都文京区本駒込三丁目 18 番 22 号
TEL：03―3823―2101　FAX：03―3823―8048

第 65回総会企画顧問：
田中朝志　准教授
東京医科大学八王子医療センター　臨床検査医学科
〒193―0998　東京都八王子市館町 1163 番地
TEL：042―665―5611　FAX：042―667―5899

第 65回総会運営事務局（演題登録，展示申込等）：
株式会社メッド　品川営業所　内
〒108―6028　東京都港区港南 2―15―1　品川インターシティA棟 28 階
TEL：03―6717―2790　FAX：03―6717―2791
E-mail：65jstmct@med-gakkai.org

学会本部事務局（学会入会申込等）：
一般社団法人　日本輸血 ･細胞治療学会　事務局
〒113―0033　東京都文京区本郷 2―14―14　ユニテビル 5階
TEL：03―5804―2611　FAX：03―5804―2612
E-mail：info@mail.jstmct.or.jp

第 65回総会ホームページ：http://www.med-gakkai.org/65jstmct/

事前参加登録：平成 29 年 2 月 8 日（水）より，総会ホームページにて募集いたします．
［参加費］一般 10,000 円
※‌�事前参加登録にご協力いただけました場合，会員懇親会の参加費3,000円を1,000円OFFとさせていただきます．

託児施設のご利用について：
本会より，会場内に臨時託児施設を設けます．
［託　児　料］有料　1,000 円（税込）/1 日お一人あたり
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［申込期間］平成 29 年 2 月 8 日（水）～6月 14 日（水）
※詳細は総会ホームページをご確認ください．

プログラム
（平成 29 年 1 月 25 日現在）

※敬称略，一部仮題
特別講演
「iPS 血小板は，献血 PC製剤とは別物か？」
江藤浩之（京都大学 iPS 細胞研究所臨床応用研究部門，千葉大学医学研究院イノベーション再生医学）

「輸血感染症（新興・再興）と予防対策」
佐竹正博（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

「細胞治療の将来」
中畑龍俊（京都大学 iPS 細胞研究所）

「TMAの鑑別診断と治療の考え方：特に血漿療法，血小板輸血，抗体薬による治療」
藤村吉博（日本赤十字社近畿ブロック血液センター）

招請講演
「幹細胞の自己複製機構」
岩間厚志（千葉大学大学院　医学研究院　細胞分子医学）

「Medical Practice for Erythrocyte Antibody」
Christopher P. Stowell（Massachusetts General Hospital）

「HBV母子感染」
稲葉憲之（獨協医科大学）

「‌�若年層献血推進による輸血用血液の確保対策‌
　　―小・中・高等学校向け出前講座の高校生献血に与えた効果―」
溝口秀昭（埼玉県赤十字血液センター，東京女子医科大学）

「米国における輸血制度」
照屋　純（ProfessorPathology & Immunology Baylor College of Medicine Houston, TX, US）

「iPS 肝臓での血漿蛋白産生」
武部貴則（横浜市立大学大学院医学研究科　臓器再生医学）

総会長講演
「輸血後GVHDとその対策」
浅井隆善（千葉県赤十字血液センター）

教育講演
「新生児におけるCMV感染経路」
永井　正（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

「洗浄血小板・置換血小板の適応」
石田　明（埼玉医大国際医療センター　輸血・細胞移植科）

「TACOの予防：週末TACOと Isovolemic Transfusion」
松㟢浩史（福岡県赤十字血液センター）

「臍帯血移植の現状」
高梨美乃子（日本赤十字社血液事業本部技術部次長）

「医療事故情報収集等事業と輸血に関する事例」
坂口美佐（（公財）日本医療機能評価機構　医療事故防止事業部）
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シンポジウム
赤血球不規則抗体に関する国際シンポジウム Part II
E 型肝炎ウイルス感染の実状と対策
遺伝子細胞治療
自己フィブリン糊の臨床成果を検証する
診療所・在宅における輸血療法の在り方
輸血検査の精度管理・業務管理
国際学会へのいざない
輸血を必要とする血液疾患と輸血副反応のマネジメント
I&Aをどう活用するか―医療安全の視点で―
学会アルブミンガイドラインの運用と問題点：適正使用促進に向けて＜関連学会合同シンポ＞
徹底討論：大量出血症例に対する輸血治療として，フィブリノゲン製剤は推奨されるべきか？
胎児組織由来間葉系細胞と新たな可能性
新生児輸血　残された課題　―分割製剤TF―
新しい輸血のガイドライン
進め！進め！輸血のチーム医療

ワークショップ
最近の輸血検査技術の進展（赤血球，血小板，白血球）
院内情報管理システム
止血目的の輸血療法を考える

教育セミナー
テクニカルセミナー：細胞治療に必要な細胞処理・検査に関する技術講習会
看護師ブラッシュアップセミナー：学会認定・看護師に期待すること
I&Aの Q&A
自己血輸血の実施管理体制
輸血検査技師リフレッシャーコース
I&A視察員教育講習会

一般演題（口演/ポスター）

共催セミナー　15セッション

企業展示
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